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【はじめに】現在、新エネルギーとして期待されている太陽電池は結晶シリコンによるものが主流であ

り、市場の低価格化が進んでいるためにより低コスト・高効率の太陽電池作製時技術開発が重要である。

p-型結晶シリコン太陽電池の背面電極側のパッシベーションにはアルミナが主に使用されており、その成

膜には ALD、CVD、および（ミスト）スプレー製膜などが使用されている。本研究では、スピンコート

法を使用してアルミナ薄膜を作製してパッシベーションを行い、そのライフタイムへの影響について比

較検討した。 

【実験方法】アルミナ薄膜作製用スピンコート溶液としてアルミニウム(III)アセチルアセトナート

(aluminum(III) acetylacetonate; Al(CH3COCHCOCH3)3 (Alacac)）（和光純薬工業）を使用した。Alacacをエタ

ノールに 0.03 Mの濃度で溶解させ、スピンコート溶液とした。その後、溶液をシリコン基板両面にスピ

ンコート法で溶液を塗布し、電気炉で 450 ºC で焼結させてから、μ－PCD を用いてキャリアライフタイ

ムを測定した。次に、スピンコート溶液に水を添加して同様の実験を行い、そのキャリアライフタイム

を測定した。また、アニーリング雰囲気を酸素中、水蒸気中に変化させて焼結し、そのキャリアライフ

タイムを測定した。 

【結果】Fig.1 にスピンコート溶液に添加する水の量を変化させて得られたキャリアライフタイムの測定

結果を示す。アルミナ薄膜を空気中で 450 ºC で 105分間アニーリングを行った場合、キャリアライフタ

イムが 425 µsで最高値となった。しかし、溶液に水を添加させた場合、キャリアライフタイムが低下し

た。Fig.2 にアニーリング雰囲気を変化させて得られたキャリアライフタイムの測定結果を示す。酸素中

ではキャリアライフタイムの向上は見られなかったが、水蒸気中では 15～45 分間のアニーリングで 400 

µs 以上のキャリアライフタイムが得られ、空気中でのアニーリング時間よりも短時間で高いライフタイ

ムの値を得ることができた。学会では Alacac を用いてスピンコート法により得られたアルミナ薄膜のパ

ッシベーションの詳細検討に関して報告を行う。 

 
Fig. 1.  Lifetime variations of p-type crystal silicon 

wafers using Alacac solutions with different 

H2O concentration under air flow. 
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Fig. 2.  Lifetime variations of p-type crystal silicon 

wafers using Alacac solutions with different gas 

flow.   
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